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木質バイオマスには
チップ製造（川上）から
消費（川下）までのバラ
ンスよい発展が必要

概ね50km圏内の地
域の人、企業で木質
バイオマスのすべてを
まかなえるアライアン
ス（同盟）を結成する

燃料供給 診断・設置工事

50km
圏内

出張し、無料で導入・転換診断を行うことが
でき、地域アライアンス拡大の原動力とな
りました。
　「日本における木質バイオマスは、関係者
が全員素人。その普及は道のない道でした。
この難しい課題に力を合わせて取り組んだ
地域アライアンスのメンバーは、みんなが
パートナーです。」 （豊岡さん）

ます。木質バイオマスを使ってこうした地域
の資源を有効活用し、エネルギーの地産地
消を広げていきたい。里山を宝の山に変え
ることが、私たちの目標です。木質バイオマ
スからエネルギーを作り、仕事を作り、地域
を豊かにし、カーボンニュートラルに貢献し
ていきます。」（豊岡さん）
　徳島地域エネルギーは、エネルギーで地域
の、そして日本の未来をひらいていきます。

地域アライアンスの形成で、地産地消の
エネルギー「木質バイオマス」を全国に広げる
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活動を全国に広げ、成功させるポイントは、
まず獲得目標を大きくとることです。自分た
ちの活動で何を実現したいのか、なるべく大
きな目標を設定し、それに向かって活動す
れば、広がりや成果も大きくできるのではな
いでしょうか。もう一つは、地域の実情やニ
ーズをしっかり聞き取り、あらゆる角度から

エネルギー分野における新しい地域モデ
ルを全国に広げることができたのは、地域
が抱える課題や実情をしっかり理解し、知
見や経験を活かした的確なアドバイス・ア
プローチを行ってきたからだと思います。
今後も地域課題とエネルギー問題を同時
解決していく地域アライアンスが全国で生
まれていくことに期待が高まります。

活動のポイント

地球環境基金から

活動について1

　熱エネルギーの低炭素化やCO2排出量
削減等、地球温暖化防止への効果が期待さ
れる木質バイオマス。木材のチップ（ウッド
チップ）を燃料に熱エネルギーを生み出し、
給湯や暖房器具等、様々な設備に活用する
仕組みです。徳島地域エネルギーは、全国
の各地域でチップの製造から熱利用まで燃
料の持続的供給体制を確立するため、概ね
50㎞圏内の地域の人や企業を対象とした

「地域アライアンス（同盟）」の結成支援と

　日本の各地域には、エネルギー問題、里
山の環境保全、災害からの復興、地域の振
興など、解決を迫られている様々な地域課
題があります。こうした地域によって異なる
課題に木質バイオマスがどのように貢献で
きるのか?各地域の課題解決のための道
筋を示し、そのための情報提供やコンサル
ティングを行うことで、木質バイオマス地域
アライアンスは各地から注目され、拡大して
いきました。2016年度からの6年間で木質
バイオマスの地域アライアンスは全国17地
域に形成され、さらに助成終了後7地域で
形成されています。
　「一つの地域で木質バイオマスが成功
すると、それを知った他の地域の自治体や
企業、NPOなどから問い合わせや相談が
きます。相手に寄り添ってそれに答えていく
ことで、地域アライアンスは広がっていき

　人を育て、各地域の課題解決に貢献しな
がら、今も拡大を続ける地域アライアンス。
その最新の事業が、2023年6月、兵庫県
で始まっています。神戸市北区有野町で開
業した、神戸バイオマスラボです。「兵庫県
には地域循環共生圏を推進する計画があり、
そのオブザーバーとして呼ばれたのをきっ
かけに、県有林から燃料であるウッドチップ
を作る事業を始めました。それに伴い、この
ラボを開業しました。」（豊岡さん）
　神戸バイオマスラボには、近隣の宝塚市
にある広葉樹林伐採場からウッドチップが
運びこまれ、チップの含水率による燃焼試
験や、CO2測定などが行われています。チッ
プを燃料とした熱は、給湯や床暖房、パネ
ル暖房などに使われ、訪れた人は木質バイ
オマス熱利用の一連の工程を体験し、学ぶ
ことができます。神戸バイオマスラボを活用
し、これまでよりも多く研修が開かれるよう

人材育成事業・ボイラーの導入・普及活動を
行っています。
　まず、日本全国の地域から寄せられる「里
山が荒れている」「燃料の高騰に対応でき
ない」等のお問い合わせに対し、木質バイ
オマスを活用した解決策を提案しています。

「木質バイオマスは、環境問題・地域課題
を解決するだけでなく、設備の導入に伴い
新たな雇用創出や地域活性化を促進する
一石二鳥のエネルギーです。」（代表理事 

ました。」（豊岡さん）
　人材育成・研修事業では、木質バイオマ
スに関する基礎研修、ボイラーの設置管理
技術、木質バイオマス熱機器の導入診断、
原料となるウッドチップの製造技術など、
木質バイオマス熱利用を自立的・持続的に
運用していけるような研修を実施し、6年間
で428名の方に参加していただきました。
また助成金を活用して全国の118施設に

になりました。
　木質バイオマス地域アライアンス。この
活動は、今後どのように発展していくのでし
ょうか？「地域アライアンスが結成され各地
域がそれぞれの課題を解決し、自立・発展し
ていってほしい。私たちは今後もそのお手
伝いを続けていきたいです。」（常務理事
羽里信和さん）
　「日本には資源がないと言われますが、
実は森林や里山といった豊かな資源があり

豊岡和美さん）
　また、各地域アライアンスで熱利用を自
立的に運用していく人材を育成するため、
人材育成・研修事業を行ったり、ボイラー等
の設備の導入・転換診断を実施し、具体的
な導入計画の作成を支援しました。
　「徳島でできるなら日本のどこでもでき
る! そんな気持ちでアライアンスに取り組
んでいきました。私たちの活動は徳島から
全国に広がっています」（豊岡さん）

徳島地域エネルギーの代表理事 豊岡和美さん（右）と常務理事 羽里信和さん（左）
活動の拠点である神戸バイオマスラボで 間伐材をチップ化する作業の研修 ボイラー実機研修

相手に寄り添った提案から始まる、
持続可能なエネルギーの創出

ベストプラクティス事業

地域に合わせた課題解決と人材育成で、地域アライアンスを6年間で全国17地域に形成

獲得目標を大きくとること、相手に合わせた提案をすること

2023年、神戸バイオマスラボが開業 地域を豊かにする、エネルギーの地産地消を広げたい

活動の主な成果

助成終了後の活動
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相手に合わせた提案をしていくことです。地
域によって木質バイオマスを始めたい理由
は異なりますし、実際に導入したいと思って
もらえないと始まりません。こちらの提案が
相手の課題を解決できることに納得しても
らえれば、話も広がっていくし、成果が一人
歩きを始めると思います（豊岡さん）

神戸バイオマスラボ

地球環境問題と地域活性化に貢献する、木質バイオマスの普及

木質バイオマス熱利用をするためのボイラー
（山梨県のゴルフ場へ導入）


